
資料２



(２)窒素、燐 

  製紙工場では、排水処理における活性汚泥工程の栄養剤として窒素、リンを使用している。その汚泥により

消化されない一部分が排出されるため、良好な処理が維持できる範囲で添加量を削減した。1999（H11）年度

を100%とすると2017(H29)年度では窒素で約55%、リンで約48%の削減となった(図5、図6)。 
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製紙業界の水質総量規制対策について
日本製紙連合会

閉鎖性３海域の主な水質改善関係設備設置状況

COD実績 COD実績 COD 実 績
t/日 t/日 t/日

総量規制導入 総量規制導入 8.9 総量規制導入 31.5

酸素法活性汚泥設備設置

１９８０年度 接触酸化設備設置

１９８１年度 凝集沈殿処理設備設置 クラフトパルプ排水発生源対策工事

１９８３年度 製造工程排水発生源対策工事 クラフトパルプ工程排水発生源対策工事

１９８４年度 第１次総量規制基準の適用 第１次総量規制基準の適用 9.0 第１次総量規制基準の適用 30.2

凝集沈殿処理設備改造 排水処理汚泥脱水設備強化工事

古紙処理設備排水強化工事

１９８６年度 排水汚泥脱水設備強化工事

１９８７年度 排水汚泥脱水設備強化工事

生物膜ろ過設備設置 クラフトパルプ酸素漂白設備新設 ｸﾗﾌﾄﾊﾟﾙﾌﾟ酸素漂白設備設置

（過去最大ＣＯＤ負荷発生年度） 2.1 （過去最大ＣＯＤ負荷発生年度） 12.4

１９８９年度 第２次総量規制基準の適用 第２次総量規制基準の適用 10.4 第２次総量規制基準の適用 27.8

汚泥脱水機増設 酸素法活性汚泥設備増強

古紙排水処理設備増設 ｸﾗﾌﾄﾊﾟﾙﾌﾟ酸素漂白設備設置

凝集沈殿処理設備増設工事 焼却炉更新

濃縮槽設置 総合排水処理強化工事 特殊排水処理設備設置

焼却炉設置

１９９３年度 生物膜ろ過設備設置

ケミグラウンドパルプ生産設備停止 古紙処理脱水機増強 クラフトパルプ製造設備更新

凝集沈殿処理設備設置

第３次総量規制基準の適用 第３次総量規制基準の適用 8.7 第３次総量規制基準の適用 22.0

１９９５年度 焼却炉設置

１９９６年度 排水臭気対策工事 酸素法活性汚泥設備設置

１９９７年度 焼却炉設置

酸素法活性汚泥設備設置

第４次総量規制基準の適用 0.67 第４次総量規制基準の適用 8.5 第４次総量規制基準の適用 15.8

２０００年度 抄紙機２台停止（生産量減） クラフトパルプＥＣＦ化工事（１期）

２００２年度 クラフトパルプＥＣＦ化工事（２期） 焼却炉設置

２００３年度

クラフトパルプＥＣＦ化工事開始

第５次総量規制基準の適用 0.32 第５次総量規制基準の適用 8.0 第５次総量規制基準の適用 14.0

２００５年度 嫌気性排水処理設備設置

２００６年度

２００７年度 活性汚泥後沈槽改造等 管理強化工事①

２００８年度 0.26 管理強化工事② 8.1 14.2

２００９年度 第６次総量規制基準の適用 0.25 第６次総量規制基準の適用 7.8 第６次総量規制基準の適用

２０１０年度

２０１１年度

２０１２年度 排水pH制御システム更新

２０１３年度 クロフタ設置 汚泥ﾚﾍﾞﾙ計 凝集剤添加設備更新

２０１４年度 第７次総量規制基準の適用 0.21 第７次総量規制基準の適用 6.8 第７次総量規制基準の適用 12.0

２０１５年度

２０１６年度 高速凝集沈殿槽設置

２０１７年度 ｸﾘﾌﾛｰﾀｰｾﾝﾀｰｺｱ更新

２０１８年度

２０１９年度 第８次総量規制基準の適用 0.19 第８次総量規制基準の適用 6.0 第８次総量規制基準の適用、排水冷却塔更新 9.7

COD削減量

1979～2009年度
水質改善設備投資額

2010年度～2019年度
水質改善設備投資額

148百万円

年間の排水処理費用
（変動費＋固定費）

230百万円/年（2019）

１９９４年度

2020年9月2日

　年　　度

東 京 湾 ( Ａ 工 場 ) 伊 勢 湾 ( Ｂ 工 場 ) 瀬 戸 内 海 ( Ｃ 工 場 )

内 容 内               容 内               容

１９７９年度

１９８５年度

１９８８年度

１９９０年度

１９９２年度

5.9百万円 114百万円

884百万円/年（2019） 534百万円/年（2019）

１９９９年度

２００４年度

1.91t/日  (対'88年度 91%減) 6.4t/日  (対'88年度 52%減) 21.8t/日
 
 (対'79年度  69%減)

2,600百万円 15,200百万円 33,500百万円



紙パルプ製造及び排水処理工程図
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製紙業界の環境への取り組み 

製紙連合会 

 ①森林保全の取り組み事例 

  ・植林活動                      ・間伐作業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 土砂災害の防止効果                      緑のダムとしての役割 

 

 

 

 

 

 

 

 

②CSR 活動（地域の清掃活動） 

 

 

 

 

 

 

③オイルフェンス敷設訓練 

 

 

 

 

 

 

 

 



工場周辺（瀬戸内海）の生態系への影響調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 調査結果 

 

 

 

 

・ 多くの魚類が採集された 

・ 放流地点と対照地点の種数・多様度はほぼ同じ 

・ 魚類は放流地点を河口と同じように利用している 

・ 放流地点を河口とみなした場合、工場の影響は確認されない 

・ 健全な海岸で生育する 

アマモが繁茂 

排水放流域の多様性維持のカギと推察される要素⇒排水の性情に加え、排水と海水の混合がカギ、 

Ｆ工場では、直立堤下部が海水交換型防波堤と同様の機能を発揮していた 

と同様の機能を発揮 

 

 


